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a, b, cのうち少なくとも1つは1

に等しいとは， 
ax1 または bx1 
または cx1 

ということである。 
よって，等式
aP1£ ¤ bP1£ ¤ cP1£ ¤x0が成り立

てばよい。 

 

abcx1, aObOcxabObcOca
のとき 

aP1£ ¤ bP1£ ¤ cP1£ ¤ 
x abPaPbO1£ ¤ cP1£ ¤ 
xabcP abObcOca£ ¤O aObOc£ ¤P1 
x1P aObOc£ ¤O aObOc£ ¤P1x0 

したがって，a, b, cのうち少なく

とも1つは1である 

   

 

kx0のとき，与えられた不等式は xO1u0 

これはすべての実数xについて成り立つとはいえない。 

よって k~0 

次に，f x£ ¤xkx2O kO1£ ¤xO kO1£ ¤とおく。 

すべての実数xについてf x£ ¤u0が成り立つとき，2次関数yxf x£ ¤のグラ

フは下に凸であり，x軸と共有点をもたない。 

よって，f x£ ¤x0の判別式をDとすると ku0  …① 

かつ ①P②より  …② 

②より Dx kO1£ ¤ 2P4k kO1£ ¤ 
xP3k2P2kO1 
xP kO1£ ¤ 3kP1£ ¤t0 
よって kO1£ ¤ 3kP1£ ¤u0 

ゆえに 
ktP1,

1
3 tk

  …③ 
 

①，③より 
ku

1
3  

 

各 8点  

得点 



 

 

４ 

txx2P2xO4とおくと 

tx xP1£ ¤ 2O3と変形できるから tU3 

 

また 

f x£ ¤xPt2O2a tP1£ ¤PaP10 

xPt2O2atP3aP10 

xP tPa£ ¤ 2Oa2P3aP10 

よって，軸txaと区間tU3の位置関係から 

(ア) at3  (イ) 3Ta 

の2つの場合に分けて考える。 

(ア) at3のとき 

軸は区間より左にあり，グラフは右の図。 

 

よって，tx3のとき最大値3aP19をとる。 

最大値が0となるとき 

3aP19x0より 
ax

19
3  

これは，at3を満たさないから不適。 

(イ) 3Taのとき 

軸は区間内にあり，グラフは右の図。 

 

よって，txaのとき最大値a2P3aP10をとる。 

最大値が0となるとき 

a2P3aP10x0 

aO2£ ¤ aP5£ ¤x0となり axP2, 5 

3Taであるから ax5 

(ア)，(イ)より ax5 


